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平成 23年 10 月８日

広 域 防 災 局

台風第 12 号による関西広域連合構成府県等の支援状況等

１ 初期対応

月   日 内  容

９月２日（金） ・広域防災局情報収集体制

９月５日（月） ・福井県から奈良県へ情報収集の職員２名を派遣

・大阪府から和歌山県へ情報収集の職員１名を派遣

９月６日（火） ・広域防災局（兵庫県）職員２名を情報収集と応援ニーズの把握の

ため和歌山県へ派遣

・大阪府から奈良県へ情報収集の職員２名を派遣

・兵庫県から三重県に消防防災ヘリ派遣（緊急物資搬送）

９月７日（水） ・福井県から奈良県へ消防防災ヘリ派遣（物資運搬用）

・京都府から奈良県へ情報収集の職員２名を派遣

２ 物的支援

○９月７日（水）

府県名 送付先 内    容

京都府 和歌山県田辺保

健所

飲料水（500ml 3,000 本、550ml 840 本、1.5 ㍑ 712 本、

2㍑ 936 本）

兵庫県 和歌山県新宮市 飲料水（500ml）12,000 本、水携帯用ポリ容器（６㍑）

1,800 枚

鳥取県 和歌山県新宮保

健所

飲料水（2 ㍑ 1,178 本、8 ㍑ 1本、2㍑ ジュース・茶 430

本、550ml 缶ジュース 55 本）

○９月８日（木）

府県名 送付先 内    容

京都府 和歌山県田辺市 給水用ポリタンク・給水袋 2,630 個

兵庫県 和歌山県新宮市、那

智勝浦町

仮設トイレ 16基

徳島県 和歌山県日高川町 飲料水（2㍑ 2,490 本）

和歌山県新宮市 給水袋(16 ㍑)120 袋

○９月９日（金）

府県名 送付先 内    容

滋賀県 和歌山県新宮市 給水袋 50袋

資料４－２
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大阪府 和歌山県日高川町 飲料水（490ml 12,000 本）

○９月14日（水）

兵庫県から仮設トイレ３基を新宮市に送付

○９月17日（土）

徳島県から地元企業より寄贈されたＬＥＤ投光器10基を和歌山県防災ｾﾝﾀｰへ送付

３ 人的支援

○家屋被害調査実地研修を行うため和歌山県及び同県新宮市等に兵庫県職員２名を派遣

（９月 13日（火）～９月 15日（木））

  ○災害救助法の適用を受けた市町職員への研修を行うため兵庫県職員１名を派遣

（９月 14日（水）～９月 16日（金））

○東日本大震災の支援で岩手県に派遣されていた和歌山県土木技術職員の同県への復帰に

伴い関西広域連合構成府県で代替要員を派遣（大阪府３名、兵庫県２名、京都府１名）

○公共土木施設等復旧支援にかかる職員派遣（34名）

     

※ 上表以外に、福井県から奈良県に２名派遣

和歌山県 田辺市 奈良県
滋賀県 1 1 2
京都府 1 1 2
大阪府 1 1 2
兵庫県 1 1 2
鳥取県 1 1 2
徳島県 2 2

計 5 2 5 12
京都市 1 1 2
大阪市 1 1 2
堺市 1 1 2

神戸市 1 1 2
計 4 4 0 8

大津市 1 1
舞鶴市 1 1
尼崎市 1 1
泉南市 1 1

計 0 4 0 4
福岡県 1 1
佐賀県 1 1
長崎県 1 1
熊本県 1 1
大分県 2 2
宮崎県 1 1

鹿児島県 1 1
沖縄県 1 1
山口県 1 1

計 10 0 0 10
19 10 5 34合　　　計

派　　遣　　先
計派　　遣　　元

関西広域
連　　合
構成府県

関　西
４政令市

関西管内
市　　町
（政令市

除）

九州地方
知 事 会
構 成 県



3

４ ボランティア等の派遣

・ ９月 13日（火） 和歌山県知事からの要請に基づき、泥かき等のボランティアの派遣につい

て関西広域連合広域防災局から各府県に要請

【各府県からのボランティアの派遣状況】

府県名 派遣状況

滋賀県 ・9 月 29 日～30 日

滋賀県社協が災害ボランティア 40 名を和歌山県那智勝浦町へ派遣

京都府 ・9 月 17 日～18 日

京都災害ボランティア支援センターが52 名を和歌山県新宮市及び三重県紀宝町へ派遣           

・9 月 23 日～24 日

京都災害ボランティア支援センターが83 名を和歌山県及び三重県被災市町へ派遣

・９月 29 日～30 日

京都災害ボランティア支援センターが29 名を和歌山県被災市町へ派遣

大阪府 ・9 月 14 日

大阪府社協が社協職員 34 名をボランティアとして和歌山県日高川町へ派遣

・9 月 16 日

東大阪市社協が社協職員 24 名をボランティアとして和歌山県日高川町へ派遣

・9 月 18 日

河内長野市社協から社協職員 5 名、市役所職員 5 名をボランティアとして和歌山県日高

川町へ派遣

・9 月 22 日

高石市社協が 3 名、阪南市社協が 8 名をボランティアとして和歌山県日高川町へ派遣

・9 月 24 日

河内長野市社協が 9名をボランティアとして和歌山県日高川町へ派遣

・9 月 27 日

泉佐野市社協が 8 名をボランティアとして和歌山県日高川町へ派遣

兵庫県 ・9 月 8 日

ひょうごボランタリープラザ職員をニーズ調査のため、先遣隊として派遣

・9 月 16 日～17 日

ひょうごボランタリープラザがボランティア 40 名を和歌山県那智勝浦町へ派遣予定も

台風第 15 号に伴う豪雨により中止

・9 月 17 日～19 日

豊岡市社協が職員等ボランティア 20 名を和歌山県那智勝浦町へ派遣

・9 月 18 日～19 日

淡路地区社会福祉連合会がボランティア 20 名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 18 日～19 日

佐用町・宍粟市社協がボランティア 30名を和歌山県那智勝浦町に派遣

・9 月 18 日～19 日

伊丹市社協がボランティア 5名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 22 日～24 日

佐用町社協がボランティア 20名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 23 日～24 日

西宮市社協がボランティア 10名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 24 日～26 日

ひょうごボランタリープラザがボランティア 40 名を和歌山県那智勝浦町へ派遣

・9 月 24 日～25 日
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神河町社協がボランティア 15名を田辺市へ派遣

・9 月 25 日～27 日

三木市社協がボランティア 20名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 26 日～27 日

宝塚市社協がボランティア 20名を新宮市へ派遣

・9 月 26 日～27 日

篠山市社協がボランティア 10名を那智勝浦町へ派遣

伊丹市社協がボランティア 4名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 28 日～29 日

たつの市社協がボランティア20 名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 29 日～30 日

宝塚市社協がボランティア 20名を新宮市へ派遣

・9 月 30 日～10 月 1日

朝来市社協がボランティア 8名を新宮市へ派遣

・9 月 30 日～10 月 2日

養父市社協がボランティア 10名を那智勝浦町へ派遣

・9 月 30 日～10 月 2日

福崎町社協がボランティア 19名を那智勝浦町へ派遣

・10 月 2 日～3 日

播磨町社協がボランティア 7名を那智勝浦町へ派遣

鳥取県 ・9 月 14 日～16 日

鳥取県社協がボランティア１５名を和歌山県古座川町に派遣

【各府県社協からの運営支援状況】

和歌山県社協及び和歌山県内の市町村にあるボランティアセンターの運営を支援

（第 1クール）9月 9日（金） ～13日（火）   派遣人数：17 名

（第 2クール）9月 12 日（月）～16日（金）   派遣人数：23 名

  （第 3クール）9月 15 日（木）～19日（月）   派遣人数：26 名

（第 4クール）9月 18 日（日）～22日（木）   派遣人数：29 名

（第 5クール）9月 21 日（水）～25日（日）   派遣人数：26 名

（第 6クール）9月 24 日（土）～29日（木）   派遣人数：12 名

（第 7クール）9月 28 日（水）～10月３日（月） 派遣人数：13名
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滋賀県 14 14 2 2 2 2 2 14 2 18

京都府 2 2 14 5 23 2 1 3 1 1 5 2 14 6 27

大阪府 15 15 2 2 1 1 1 17 18

兵庫県
神戸市

16 23 2 41 2 2 4 4 20 25 2 47

京都市 10 10 1 1 1 1 10 2 12

大阪市 13 13 1 1 3 3 17 17

堺市 5 5 1 1 1 1 7 7

合計 10 36 29 25 16 5 121 5 2 4 1 12 13 13 10 54 31 29 16 6 146

1クール～５クール 6クール（9/24～29） 7クール（9/28～10/3） 1～7クール合計
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５ 義援金口座開設の周知

９月 13日（火） 各府県記者クラブや府県ホームページ等での周知を依頼

【参 考】

１ 被害状況
（１）被害状況 （10月３日 10:00 現在）

【台風第 12号】

府県名

人的被害 住家被害

死者 行方

不明者

負傷者 全壊 半壊 一部

破損

床上

浸水

床下

浸水重傷 軽傷

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟

滋賀県 6 2 3 1

京都府 2 5 8

大阪府 2 1 1

兵庫県 1 1 16 2 1 8 1,364 5,496

和歌山県 50 5 2 4 192 242 160 4,445 3,181

鳥取県 1 4 18 152

徳島県 3 1 1 5 37 318

構成府県小

計 54 5 11 30 195 244 189 5,864 9,149

福井県

三重県 2 １ 5 10 59 12 41 2,182 838

奈良県 11 13 3 1 49 10 5 87 24

連携県

小計 13 14 8 11 108 22 46 2,269 862

合計 67 19 19 41 303 266 235 8,133 10,011

【台風第 15号】

府県名

人的被害 住家被害

死者 行方

不明者

負傷者 全壊 半壊 一部

破損

床上

浸水

床下

浸水重傷 軽傷

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟

滋賀県

京都府 1 1 19

大阪府

兵庫県 2 16 3 12 185 426

和歌山県

鳥取県

徳島県 2 1 4 148 701

構成府県小

計 2 19 1 3 17 333 1,146

福井県

三重県 3 26 4

奈良県
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連携県

小計 3 26 4

合計 2 19 1 3 20 359 1,150

（２）避難状況（10月３日 10:00 現在）

府県名
避難指示 避難勧告 避難準備情報

実避難者数
対象世帯数 対象人数 対象世帯数 対象人数 対象世帯数 対象人数

和歌山県 19 29 215

鳥取県 34

構成府県

小計 19 29 249

三重県 165

奈良県 166 341 6 12 1 2 120

連携県

小計 166 341 6 12 1 2 285

合計 185 370 6 12 1 2 534

（３）孤立状況（10月３日 7:00現在）

県 市町村名 地区数 世帯数及び人数

奈良県

２地区、

６世帯

13名

十津川村   ２ 【中野村区】

２地区 ６世帯 13名

※ 上記の孤立地区住民の安否は全て確認されている。

（４）ライフライン

○停電戸数 約 60戸（９月 28日 16:00 現在）

内訳：奈 良 県  約 50軒（五條市、十津川村、野迫川村）

      和歌山県  約 10軒（田辺市、新宮市）

○断水戸数（10月３日 7:00 現在）

府県名 現在断水戸数

奈良県 39戸

※ 現在、給水車等により応急給水中



7

○ 通信関係の状況（9月 30 日 10:00 現在）

事業者 被害状況等

固

定

電

話

NTT 西日本 復旧済み

KDDI ケーブルテレビ電話：和歌山県で 218 回線、三重県で８回線が使用不可

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾃﾚｺﾑ 専用線：和歌山県で７回線、奈良県で１回線が使用不可

計 約 234 回線が使用不可

携

帯

電

話

NTT ドコモ 和歌山県で 18 局、三重県で４局、奈良県で４局が停波

KDDI（au） 兵庫県で 1局、和歌山県で３局、三重県で３局、奈良県で１局が停波

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ 和歌山県で 12 局、奈良県で９局が停波

計 55 局が停波

（５）決壊や氾濫の危険性の高い土砂ダム（近畿地方整備局ホームページより）

県名 流域名 カ所 高さ 満水時湛水容量
越流開始点との水

位差(10/4 08:00)

和歌山県 日置川流域 田辺市熊野 約 60㍍ 約110万立方㍍ 2.99 ㍍

奈良県 熊野川（十津

川）流域

五條市大塔町赤谷 約 85㍍ 約550万立方㍍ 6.74 ㍍

十津川村長殿 約 80㍍ 約270万立方㍍ 22.89 ㍍

十津川村栗平 約 100 ㍍ 約750万立方㍍ 17.27 ㍍

野迫川村北股 － － 6.76 ㍍
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（６）鉄道の運行休止の状況（関係府県のみ）（10月４日 9:00 現在）

事業者名 路線名 区 間 備 考

JR 東海 紀勢線 熊野市駅～新宮駅 井戸川橋りょう 流失、熊野市駅冠水

JR西日本 紀勢線 新宮駅～紀伊勝浦駅 那智川橋りょう流失、新宮駅冠水


